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グラウンドゴルフで健康促進
──珠洲地区親睦グラウンドゴルフ大会
北國新聞北國会珠洲支部

実施期間

2000年7月～

実施地域

石川県珠
す

洲
ず

市、鳳
ほう

珠
す

郡
ぐん

能
の

登
と

町

活動概要

北國新聞北國会珠洲支部では、

支部会員から募った寄付をもと

に、2000年7月から、地域住民

との交流と健康促進を目的とし

て、グラウンドゴルフ大会を実

施している。

毎年、平均約 300人が参加す

るこの大会は、石川県珠洲市と

鳳珠郡能登町で年に1回開催し、

地元に根ざした大会で、今年 7

月24日開催で12回目を迎えた。

年齢に関係なく幅広く楽しめ

るグラウンドゴルフは、参加者

の健康増進、地域活性化の一助

として定着している。

＊

北國新聞北國会珠洲支部＝珠洲市
などの北國新聞系統の 19販売所で
組織。奥佐豊作（おくさ・ほうさく）
支部長

◉

◉

◉

グラウンドゴルフ大会年度別開催状況■

回 開催日 会場 参加人数

1 2000.7.23
珠洲市市営グラ
ウンドゴルフ場

220

2 2001.7.30 〃 250
3 2002.7.28 〃 340
4 2003.7.26 〃 400
5 2004.8.1 〃 400
6 2005.7.24 〃 350
7 2006.7.30 〃 300
8 2007.7.29 〃 340
9 2008.7.27 〃 330
10 2009.8.22 〃 300
11 2010.7.25 〃 350
12 2011.7.24 〃 300

合　　計 3,880

2001年7月30日付朝刊

2003年7月27日付朝刊

2002年7月29日付朝刊

2004年8月2日付朝刊

2005年7月25日付朝刊 2006年7月31日付朝刊

2007年7月30日付朝刊 2008年7月28日付朝刊

2009年8月23日付朝刊 2010年7月26日付朝刊 2011年7月25日付朝刊

読者投稿欄より■

北國新聞掲載記事（第2〜12回）■

年齢を超えて楽しめるスポーツで
地域活性化に貢献

第12回大会の様子
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プルタブ回収（リサイクル）運動

大阪市朝日会

実施期間

2005年9月～

実施地域

大阪市

活動概要

大阪市朝日会では、2005年 9

月から、地域住民への貢献とし

て、プルタブ回収活動を始め、

読者から集まったプルタブで車

いすを購入、地域の福祉施設に

寄贈している。

チラシや朝日会のホームペー

ジ、各販売所のミニコミ紙と領

収書のお知らせ欄を活用して読

者へ報告して協力を呼びかけて

いる。

活動開始から 6年、回収した

プルタブは9月現在、約14トン

（1万 3,823キログラム）、36台

の車いすを大阪市 24行政区す

べてに寄贈している。また、寄

付先から感謝状が贈られた。

＊

大阪市朝日会＝大阪市の朝日新聞
系統の 27販売所で組織。大塚玲
（おおつか・あきら）代表

◉

◉

◉

大阪市朝日会新聞〈特別号外〉　2010年11月発行

朝日新聞　2010年10月16日付朝刊27面（大阪市内） 朝日新聞　2009年9月12日付朝刊

プルタブ回収で
大阪市すべての行政区の福祉施設に
車いす寄贈

回収協力のPRチラシ■

PRステッカー■

お礼号外チラシ■寄贈先からの感謝状（2008年9月27日）■
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エコキャップ回収運動

和歌山県毎日会

実施期間

2010年4月～

実施地域

和歌山県全域、三重県熊野地

方

活動概要

和歌山県毎日会では、読者と

ともに取り組む環境対策として、

2010年4月からペットボトルの

キャップを回収し、NPO法人を

通じて、収益金で発展途上国の

子どもたちにワクチンを送る運

動を実施している。

幅広い読者から参加を募るた

め、全販売所に回収ボックスを

設置、PRチラシのポスティング

やイベントでの配布、本紙紙面

上での告知を行ったところ、現

在では幼稚園や少年野球チーム

等の団体からの回収に広がって

いる。エコキャップ回収数は、8

月末現在、127万 3,500個でワ

クチン約1,600人分に相当する。

＊

和歌山県毎日会＝和歌山県の毎日
新聞系統の64販売所で組織。宮井
良継（みやい・よしつぐ）会長

◉

◉

◉

毎日新聞　2010年10月31日付

毎日新聞 PR版
2011年9・10月

毎日新聞
2010年5月20日付

毎日新聞
2010年5月27日付

毎日新聞　2010年9月23日付

ペットボトルキャップ回収の収益金で
発展途上国の子どもたちに
ワクチンを送る活動

全販売所に回収ボックス設置
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山陽新聞ちびっこクリスマス大会

山陽新聞玉島販売所 所長　小野知男

実施期間

1996年～毎年年末開催

実施地域

岡山県倉敷市玉
たま

島
しま

地区

活動概要

岡山県倉敷市の山陽新聞玉島

販売所所長の小野知男さんは、

1996年から毎年 12月に小学校

低学年を中心に子どもとその保

護者を対象にちびっこクリスマ

ス会を開催、地域の音楽発表の

場を提供している。

大会は、音楽系学部が中心の

「くらしき作陽大学」が地元・玉

島地区に移転してきたことと、

同地区商工会議所が音楽あふれ

る街づくりを掲げたことに呼応

し、音楽を通して親子の絆を深

めようと企画、すでに15回実施

している。毎回の経費約 100万

円は販売所が負担し、音楽を中

心とした「まちおこし」に貢献し

た活動である。

＊

小野知男（おの・ともお）

◉

◉

◉

倉敷市玉島地区の年末1大イベントとして定着した「山陽新聞ちびっこクリスマス大会」。親子を楽しませるだけ
でなく、地域の音楽発表の場として幼稚園や保育園、地域のグループから感謝されている＝2010年12月23日

ちびっこクリスマス大会の会場は、子どもたちの笑いと笑顔がいっぱい

キャラクターショーや踊りに見入る子どもたち サンタによる抽選も人気のひとつ 「楽しかった」。プレゼントを手に帰る子どもたち 「マイタウン玉島」紙上で塗り絵コンテスト実施

山陽新聞〈倉敷・総社圏
版〉2010年12月25日
付

山陽新聞〈全県版〉
1996年12月24日付

地域の音楽発表の場を提供
音楽を通して親子の絆を
深める活動を開催

ミニコミ紙「マイタウン玉島」（2010年12月号）■

（2）

（1）
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「編集委員は住民」地域主体のミニコミ紙で
文化発展へ尽力
徳島新聞井川専売所 所長　近藤一文

実施期間

1988年8月～毎月15日発行

実施地域

徳島県三好市井
い

川
かわ

町

活動概要

徳島県三好市の徳島新聞井川

専売所所長の近藤一文さんは、

1988年 8月からミニコミ紙「フ

レンドいかわ」を毎月15日に発

行（1,350部）し、読者へ無料で

配布している。

紙面は、地域の出来事や短

歌・俳句・書道・写真、地元住

職によるコラムなど多岐にわた

る構成で、地元住民が編集委員

となり、住民主体型であること

が特徴である。

このミニコミ紙は 2008年 8

月に創刊 20周年を迎え、町の

文化発展に大きく寄与している

活動である。

＊

近藤一文（こんどう・かずふみ）

◉

◉

◉

 「フレンドいかわ」創刊から現在まで■
1988年5月 読者サービスの一環として「町内だけの情報誌」をと

の思いからミニコミ紙の発刊を思い立ち、町内有識者
に相談し編集委員会を立ち上げる。

同年6月 第1回編集委員会　発行日を毎月15日に決定
第1回発行を8月15日に決定
編集委員（役職名は当時）
曽我部昭（前井川町長）
井上圀典（前井川町教育長、平成19年まで編集委員長）
西井治夫（元中学校長）	 内田善一（商工会長）
中滝徳久（元小学校長）	 向井弘子（元高校教諭）

キャッチフレーズ「あなたが作る　町の情報誌」
公正中立、偏った主義主張を排除することを基本方針
とする。
B5判8ページ（創刊号のみ）10ペ－ジとした。

同年8月15日 創刊

1990年 編集委員増員
岡本福治（元教育長／同和教育第一人者、現編集委員長）
白井実動（不動院住職）	 宮内義典（地福寺住職）
阿佐正一郎（歯科医院院長）

1991年 編集委員増員
堀江　亘（元中学校長）
内田晴子（元幼稚園長／婦人会長）
堀川忠子（元小学校教諭）

1996年2月 91号より体裁をA4サイズ8ページ建てとし、パソコ
ンにて自店でレイアウトから印刷まで行う。

同年7月 96号4コママンガ「友ちゃん」登場

同年11月 100号発刊

1999年1月 126号発刊　この号より一部ページをカラー化

2003年 編集委員増員
真鍋タニ子（町婦人会連合会長／元保育所所長）
岸野邦彦（町老人会連合会長／元小学校長）

2004年 編集委員増員
土井清子（元井川中学校長／人権擁護委員／社会教育指導員）

2005年3月 200号発刊

2008年8月 創刊20周年

2011年6月 第275号発刊

 「なでしこまつり」について■

1982年、第1回井川町民祭なでし
こまつりとして発足以来、実行委員長
を首長が務め町職員が実務から準備、
後片付けまで行う、どちらかといえば
行政主導・主体型の町民文化祭であ
ったが、平成18年合併によって、一
変して行政は手を引き民間に丸投げ
の形となった。実行委員会では、継
続は無理ではなかろうかとの意見が大
半を占めたが、四半世紀ちかくにわた
って続けてきた一大イベントを、ここ
で頓挫させるのは忍びがたいとの意
見が出て継続を決定、近藤所長が実
行委員長に推挙される。
暗中模索・試行錯誤を繰り返しな

がら25回目から民間主体・主導の形
をとる。当初は参加者も少なかったが、
年を重ねるごとに盛況となりつつある。

近藤所長ただいま編集中

編集委員の皆さんと
近藤所長（右から3人目） フレンドいかわ　2008年8月15日（第241号）1、7ページ

徳島新聞　2006 年 12 月 4日付朝刊
24面

徳島新聞　2009年11月8日付朝刊27面

徳島新聞
2008年11月16日付朝刊31面

徳島新聞　2010 年
11月7日付朝刊25面

住民主体型の編集によるミニコミ紙発行
町の文化発展に寄与


